
   

 

 

 

 

 

 

学校
がっこう

づくりビジョン ３つのつけたい力
ちから

 ６つの視点
し て ん

 ５つの重点目標
じゅうてんもくひょう

 

本校の学校づくりビジョンは、平成 21 年度より保々中学校区で取り組んでいる「18 年間（社会

へ）の育ちのプログラム」を基に、「『今』を未来につなげられる子」をめざし、以下のつけたい力を

大切に、重点目標の取り組みなどの取り組みを進めていきます。 
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【５つの重点目標】 

①  授業づくり     主体的で集団的、協働的な授業づくり 

②  仲間づくり     支え合う仲間づくり 

③  支援体制づくり 組織的かつ計画的な支援体制づくり  

④  地域とともに   地域の人、文化、自然に学ぶ・人とつながる学校づくり 

⑤  安全安心な学校づくり 

詳しくは、別紙「5 つの重点目標の取り組み（保護者版）」をご覧ください。昨年度からの変更点に

は下線が、重点と考える項目には◎が付けられています。またご家庭でいっしょに取り組んでいただ

きたい項目は青字となっています。地域・保護者の方とともに、健やかに伸びる子どもの育成を目指

していきます。引き続きのご理解ご支援をよろしくお願いします。 

 

6月の授業参観・地区懇談会について 

授業参観   6月  3日（金）  地区別・分散形式で実施します。（懇談会は中止） 

              1限目 小牧西・小牧北・市場・高見台西・高見台東・西村・新田・上条・山条地区  

              3限目 まきの木台・小牧南・一色・中瀬古地区 

地区懇談会 6月下旬～       第 2回 PTA本部役員会で協議の結果、中止となりました。 

四日市市立保々小学校だより      令和４年５月１０日 第６号 

 

学ぶことが楽しい学校  だいすき・つながる・じっくり・やってみる・すこやか・まなぶ  
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5年生 田植え体験 5月 6日（金）  つながる やってみる 

5 年生は、5 月 6 日（金）に田植えを体験しました。

今年もたくさんの「自然に親しむ会」の方に出ていただ

き、肥料のまき方や田植えの仕方など教えていただきま

した。 

最初、田んぼの泥の中に足を入れるのをためらって

いる子もいましたが、最後には尻もちをついても平気な

子も出てきました。初めは、間隔がうまくとれず、「もっと

こっち！」「そっち！」と言われていた子どもたちも、だん

だん慣れて素早く自分のまわりのポイントに苗を植えられるようになっていきました。 

田植えの後も、親しむ会の方には、泥だらけの足などを洗えるよう水を用意していただいたり、上

半身まで泥だらけの子が風邪をひかないようにとタオルで背中を拭いていただいたりするなど大変

お世話になりました。 

子どもたちの何人かの人に感想を尋ね

ると、「足が疲れたけど、がんばった。」「田

んぼに入るのが心配だったけど、楽しかっ

た。」と話しました。 

今年も、地域の方から学び、初めての活

動にチャレンジし、「つながる」「やってみ

る」などの力を育む体験となりました。 

   

登下校時等のマスクの着用について 

先日、朝の登校時に、顔を少し赤らめ息苦しそうにしている低学年の子を見つけ、マスク

を外し、人のいない方に向かって深呼吸するように伝えました。初夏となり、朝でも暑さを

感じる日が出てきました。これからは、感染症対策同様、熱中症対策も必要となります。し

かし、子どもたちの中には、感染症に不安を感じていたり、マスクを外すことに対するまわ

りの人の目が気になるなどから、なかなかマスクが外せない子もいます。 

そこで、この時期の登下校では、息苦しさを感じる時はマスクを外し、会話を控えるよう 

指導しました。自分のまわりで、息苦しそうな低学年の人など見かけたら、「大丈夫？」の

一言とともに、マスクを外すよう声かけもできるといいですね。家庭でも登下校の様子をお

子さんに聞いていただき、ご指導いただけたらと思います。よろしくお願いします。 


